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ヒドロキシルラジカル（OH•），一重項酸素（1O2），酸素原子（O）は大気圧プラズマ中に生成さ

れる代表的な単寿命活性酸素であり，近年のプラズマバイオ・医療・農業分野において最も重要

な因子である．上記の活性酸素の時間空間分布や定量的評価は，様々な応用分野においてプラズ

マの影響を評価する際に必要不可欠なものである．レーザー誘起蛍光法（LIF）や真空紫外線吸収

分光法を用いた気相中の活性酸素の計測や電子スピン共鳴法（ESR）や紫外線誘起蛍光法と化学

プローブの組み合わせを用いた液中の活性酸素の計測がなされている [1]．しかし，上記の測定方

法は高価な設備を必要とする． 

我々は，これまで吸収分光光度計を用いてプラズマ由来の活性種の中の安定な長寿命活性種の

定量評価を行ってきた．最近は現有の吸収分光光度計を活かして単寿命の活性酸素の定量評価が

出来ないか検討を行った．そこで，水中プラズマの評価方法としてメチレンブルーの分解と OH•

の生成関係に着目し，比較的に安価で広く普及されているメチレンブルー水溶液と現有の吸収分

光光度計を用いた評価方法を検討した．これまでの報告では，１）プラズマ活性水中によく知ら

れている長寿命の活性酸素窒素種（H2O2, NaNO2, NaNO3）及びその混合液によるメチレンブルー

水溶液の脱色が無かったこと[1]と 2）プラズマジェットの先端（反応先）から横に広がるガス流

の下流側にてメチレンブルーの脱色の効果が低下していること[2]を報告した．メチレンブルー水

溶液の脱色が短寿命の活性種によることとその活性種が数 100 ㎲程度の寿命を持っていることを

実験で明らかにした． 

本報告では，図 1 に示すように，プラズマジェットの下流

側において，プラズマジェットとメチレンブルー水溶液の表

面との距離を変えながらメチレンブルー水溶液の脱色を観

察した結果に関して報告する． 
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図 1 プラズマジェットの照射距離によ

るメチレンブルー水溶液の濃度依存性. 
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